
 

 

 

 

 

 調査日：令和４年８月 19 日（金） 

 

１ 調査項目                        表-１ 

 

 

 

２ 調査結果 

（１）黒斑病（調査結果 ０～１％） 

   調査の結果、一部園地で発生がありましたが、大発生の心配はありません。 

しかし、黒斑病は、毎年の防除の積み重ねが大切です。高温多湿の条件下で発生しやすくなる

ので、大発生しないように、定期的に薬剤等による防除を実施しましょう。 

病原菌の付いた落葉の除去、施肥管理には十分注意しましょう。 

   （薬剤例）ストロビードライフロアブル 3000 倍液 収穫前日まで 年３回まで 

 

（２）ハダニ類（調査結果：０.０５～０.５匹／葉） 

   調査の結果、園により発生量に差がありますが、どの園も現時点での大発生はしていません。 

ハダニ類は、高温と乾燥条件で多発する傾向があります。今後は発生量の増加が予想されるの

で、防除を実施し大発生させないようにしましょう。 

早期落葉による減収と味の低下につながるので、注意しましょう。 

（薬剤例）兵庫県二十世紀梨病害虫防除暦参照。 

ダニ剤は、同一薬剤を連続して使うと薬剤抵抗性が獲得されてしまう可能性が高いの

で、同じ薬剤を年に２回使わないでください。 

 

(３) その他（カメムシ類） 

    一般的に、カメムシ類の発生量には隔年性があり、本年は発生の多い 

表年に該当します。８月 12 日には、兵庫県が病害虫発生予察注意報第１ 

号「果樹カメムシ類の発生状況と防除対策について」（別紙参照）を発表 

していますので、参考にしてください。 

今後の気温が高いとカメムシ類が活発に活動するため、果実の肥大に 

伴う果実袋の上からの吸汁被害が懸念されます。チャバネアオカメムシ 

等のカメムシ類を見かけたら、適切に防除してください。  

調 査 項 目 黒 斑 病 ハダニ類 果実径 

調査標本数 100 葉 20 葉 20 果 

梨病害虫発生状況調査速報 

ＮＯＳＡＩひょうご 豊岡事務所・豊岡農業改良普及センター・ＪＡたじま豊岡営農生活センター 

チャバネアオカメムシ 

クサギカメムシ 



 

 

☆薬剤、防除の詳しいお問合せ・ご相談は・・・        

  豊岡農業改良普及センター     （℡ ２６－３７０５）  

  ＪＡたじま豊岡営農生活センター （℡ ２４－３６４１）  

 

  ☆共済事故（病害虫、気象上の被害等）の発生は・・・     

ＮＯＳＡＩひょうご 豊岡事務所 （℡ ４２－４１３３）  

（４）果実の生育について                              表-２ 

調査地区  
調査結果 平均果実径（㎜） 

令和４年８月（前年対比％） 令和３年８月 

豊 岡 金剛寺 84.4 ㎜ （101.3％） 83.3 ㎜ 

城 崎 飯 谷 72.9 ㎜ （100.6％） 72.5 ㎜ 

竹 野 濱須井 77.7 ㎜ （ 99.9％） 77.8 ㎜ 

平  均 78.3 ㎜ （100.5％） 77.9 ㎜ 

３ 気象情報  

 

 

   

   

～気象について～ 

 

平均気温は、７月中旬

から下旬にかけては平年

並みに推移しましたが、

８月上旬から中旬にかけ

ては平年を上回りまし

た。（図-１参照）。 

 

降水量は、７月中旬は

平年を大きく上回りまし

たが、その後は平年をや

や下回る旬が続きまし

た。（図-２参照）。 

 

 日照時間は、７月中旬

と８月中旬が、平年を下

回りました。 

 

今後は、台風の襲来が

予想されます。果樹棚の

補強や点検を行なってく

ださい。 

 

まだまだ、残暑が厳し

いので、作業中の熱中症

等には十分注意してくだ

さい。 

図-１ 直近 10年平均（2012～2021 年）、2022 年の日平均気温比較（豊岡） 

 

図-２ 直近 10年平均（2012～2021 年）、2022 年の降水量比較（豊岡） 


